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8. 宮﨑泰司：巻頭言（高田康成,橋本美子,中谷真奈子編集,Hematopaseo 2018 年夏 Vol.2, 凸版印刷,東京,p2 所収）2018 
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11. 波多智子：7 章 急性骨髄性白血病および関連前駆細胞腫瘍 2. 骨髄異形成関連変化を伴う急性骨髄性白血病(骨髄系腫瘍 編
者 直江知樹,小松則夫,宮﨑泰司 / リンパ系腫瘍 編者 中村栄男,飯田真介,大島孝一,木下朝博,吉野 正, WHO 血液腫瘍分類 



 

 5 

改訂版～WHO 分類 2017 をうまく活用するために～,医薬ジャーナル社,東京,ｐ136-7 所収) 2018 

12. 宮﨑泰司：7 章 急性骨髄性白血病および関連前駆細胞腫瘍 3. 治療関連骨髄性腫瘍(骨髄系腫瘍 編者 直江知樹,小松則夫,宮
﨑泰司 / リンパ系腫瘍 編者 中村栄男,飯田真介,大島孝一,木下朝博,吉野 正,WHO 血液腫瘍分類 改訂版～WHO 分類 2017
をうまく活用するために～,医薬ジャーナル社,東京,ｐ138-40 所収) 2018 

13. 田口正剛,蓬莱真喜子：未来を担う若者たち Leaders in the Future（高田康成,橋本美子,中谷真奈子編集, Hematopaseo 2018 年冬 
Vol.3, 凸版印刷,東京,p58-60 所収）2018 

14. 宮﨑泰司：この論文に注目！Focus on（高田康成,橋本美子,中谷真奈子編集, Hematopaseo  2018 年冬 Vol.3, 凸版印刷,東京,p48
所収）2018 

B-d 
1. 横山泰久,高見昭良,森  康雄,佐藤信也,鈴木隆浩,五所正彦,小原  直,宮崎泰司,赤司浩一, 千葉  滋,日本医療研究開発機構・難

治性疾患実用化研究事業「成人慢性好中球減少症の診療ガイドライン作成に向けた予後追跡調査」研究班：成人慢性好中球

減少症診療の参照ガイド. 臨床血液 59(7) : 845-57, 2018 

B-e 
1. 辻野修平,西條知見,山本和子,今村圭文,宮崎泰可,迎  寛,田代将人,泉川公一,中島  潤,上条玲奈,糸永英弘,澤山  靖,今泉芳孝,田

口  潤,宮崎泰司,北村由香,小畑智裕,山崎直哉,木下直江,田畑和宏,河野  圭：臍帯血移植後に多発小結節を呈したサイトメガ

ロウイルス肺炎の 1 例.日本化学療法学会雑誌 66(2) : 298, 2018 

2. 横山泰久,小原  直,五所正彦,鈴木隆浩,高見昭良,宮崎泰司,赤司浩一,千葉  滋：成人慢性好中球減少症の予後追跡調査. 日本内

科学会雑誌 107(Suppl.) : 219, 2018 

3. 高崎由美,藤野  了,山崎和文,岩永正子,泉川公一,宮崎泰司：当院における誤嚥性肺炎患者の臨床的検討.日本内科学会雑誌
107(Suppl.) : 256, 2018 

4. 薬師神芳洋,竹内一人,児玉俊夫,藤崎智明,今泉芳孝,大塚英一,尾崎修治,朝井洋晶,安川正貴：A retrospective study of the 
treatment-associated mortality of the patients with primary ocular adnexal (POA) MALT lymphoma after the molecular and 
immunological diagnosis. 日本リンパ網内系学会会誌 58(学会予稿集)：113, 2018 

5. 加藤丈晴,今泉芳孝,平川 潤,上条玲奈,谷口広明,森内幸美,岩﨑啓介,大島孝一,宮﨑泰司：MOG 使用後に EBV 陽性 T-LPD を合

併した血管免疫芽球性 T 細胞リンパ腫.日本リンパ網内系学会会誌 58(学会予稿集)：119, 2018 

6. 本田明日美,牧山純也,藤岡真知子,千綿雅彦,中島 潤,三好寛明,今泉芳孝,伊東正博,大島孝一,吉田真一郎：甲状腺に原発した成

人 T 細胞白血病・リンパ種. 日本リンパ網内系学会会誌 58(学会予稿集)：129, 2018 
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8. 竹田淳恵,吉田健一,鎌谷洋一郎,桃沢幸秀,久保充明,長崎正朗,千葉  滋,直江知樹,宮崎 泰司,宮野  悟,真田  昌,牧島秀樹,小川

誠司：Genetic Predispositions to Sporadic Myeloid Neoplasms Mediated by DDX41 variants：日本癌学会総会記事 77 : 1788, 2018 

9. 森本  俊,牧島秀樹,永田安伸,Baer Constance, Nadarajah Niroshan, Alpermann Tamara, 永江玄太,南谷泰仁,宮崎泰司,吉田健一,吉
里哲一,中川正宏,稲垣良作,竹田淳恵,藤井陽一,竹内康英,白石友一,千葉健一,田中洋子,眞田  昌,宮野  悟,Haferlach Claudia, 
Kern Wolfgang, 油谷浩幸, Haferlach Torsten, 小川誠司：骨髄異形成症候群患者 320 例におけるDNAメチル化と遺伝子プロフ

ァイル.臨床血液 59(9 ): 1519, 2018 

10. 竹田淳恵,Shih Lee-Yung,千葉健一,白石友一,塩澤裕介,牧島秀樹,吉里哲一,永田安伸,半下石  明,石山  謙,鶴見  寿,宮崎泰司,平
本展大,石川隆之,高折晃史,片岡圭亮,眞田 昌,田中洋子,臼杵憲祐,宮脇修一,宮野  悟,Ganser Arnold, Heuser Michael, Thol 
Felicitas, 昆 彩奈, 南谷泰仁, 吉田健一, 小川誠司：ゲノム解析から見た赤白血病. 臨床血液 59(9):1521,2018 

11. 安田貴彦,西島  大,小島進也,河津正人,上野敏秀,都築  忍,清井  仁,松村 到,宮崎泰司, 堀部敬三,間野博行,直江知樹,眞田  昌,
早川文彦：成人B 細胞性急性リンパ性白血病のゲノム学的・臨床的な特徴. 臨床血液 59(9):1535, 2018 

12. 橋本美紀,糸永英弘,新山侑生,藤岡真知子,坂本  光,塚田幸絵,北之園英明,小林裕児,蓬莱真喜子,田口正剛,佐藤信也,安東恒史,澤
山  靖,今泉芳孝,田口  潤,城  達郎,波多智子,宮崎泰司：骨病変として再発した 2 例の TCF3-PBX1 陽性成人急性リンパ性白

血病. 臨床血液 59(9):1717, 2018 

13. 波多智子,谷脇雅史,佐倉  徹,宮本敏浩,臼杵憲祐,鐵尾真司,リュウ・イリーン ,畠  清彦：急性骨髄性白血病患者を対象とした

グアデシタビン(SGI-110)の国内第 I 祖臨床試験. 臨床血液 59(9):1567, 2018 

14. 丸山  大,鏡味良豊,柴田大朗,飛内賢正,山本一仁,今泉芳孝,内田俊樹,島田和之,皆内康一郎,福原規子,小林泰文,山内寛彦,辻村秀

樹,半下石  明,富永  亮,末廣陽子,吉田真一郎,井上佳子,鈴木 左知子,得平道英,楠本  茂,黒田純也,薬師神芳洋,高松  泰,久保

田 寧,野坂生郷,森島聡子,中村栄男,堀田知光,森島泰雄,塚崎邦弘,永井宏和：大量化療前導入治療 R-CHOP-14 と

R-CHOP-14/CHASER の比較試験 JCOG0908.臨床血液 59(9):1556, 2018 



 

 6 

15. 松田真一朗,末廣陽子,富田直人,伊豆津宏二,福原規子,今泉芳孝,島田和之,仲里朝周,吉田  功,高橋  勉,鈴木律朗,山口素子,鈴宮

淳司：Aggressive lymphoma に対するDA-EPOCH -/+ Rituximab 療法の忍容性と安全性に関する後方視的解析.臨床血液 59(9): 
1556, 2018 

16. 坂本  光,糸永英弘,千綿雅彦,橋本美紀,藤岡真知子,北之園英明,北之園寛子,中島  潤,田口正剛,蓬莱真喜子,宮崎禎一郎,佐藤信

也,安東恒史,澤山  靖,白石裕一,今泉芳孝,吉田真一郎,波多智子,山野嘉久,宮崎泰司：ATL に対する同種造血幹細胞移植後に臨

床徴候の改善傾向を認めたHAM-TSP. 臨床血液 59(9):1814, 2018 

17. 鳥山愛生,波多智子,千綿雅彦,上条玲奈,田口正剛,松尾真稔,小川大輔,松尾江美,堀尾謙介, 高崎由美,藤本健志,川口康久,田口  
潤,城  達郎,對馬秀樹,吉田真一郎,森内幸美,糸永英弘,佐藤信也,安東恒史,澤山  靖,今泉芳孝,宮崎泰司：骨髄異形成症候群に対

するアザシチジンの実臨床における有用性の検討 長崎県多施設共同研究. 臨床血液 59(9):1780, 2018 

18. 池内  梓,蓬莱真喜子,糸永英弘,塚田幸絵,坂本  光,北之園英明,田口正剛,佐藤信也,安東恒史,澤山  靖,今泉芳孝,波多智子,森内

幸美,宮崎泰司：ニロチニブが有効であった維持血液透析施行中の慢性骨髄性白血病. 臨床血液 59(9):1774, 2018 

19. 千綿雅彦,糸永英弘,藤岡真知子,中島  潤,森  沙耶香,佐々木大介,松尾江美,加藤丈晴,吉田真一郎,長谷川寛雄,波多智子,柳原克

紀,宮崎泰司：Interferon-αの併用療法においてDasatinib から Nilotinib に変更した T315I 変異を伴う慢性骨髄性白血病. 臨床血

液 59(9): 1775, 2018 

20. 伊藤薫樹,岩永正子,野坂生郷,石塚賢治,今泉芳孝,内丸  薫,宇都宮  與,戸倉新樹,飛内賢正,下田和哉,仲地佐和子,渡邉俊樹,塚崎

邦弘：本邦における成人 T 細胞白血病リンパ腫の臨床的特徴 2012～2013 年 第 12 次全国 ATL 実態調査報告. 臨床血液
59(9):1597, 2018 

21. 南谷泰仁,竹田淳恵,佐藤信也,趙  蘭英,塩澤裕介,白石友一,千葉健一,田中洋子,眞田 昌, 中村信彦,鶴見  寿,柴田悠平,笠原千嗣,
上条玲奈,田口正剛,半田 寛,臼杵憲祐,高折晃史, 千葉  滋,麻生範雄,清井  仁,直江知樹,牧島秀樹,吉田健一,宮野  悟,宮崎泰

司,小川誠司：MDS に対するアザシチジンの有効性を予測するゲノム異常.臨床血液 59(9):1588, 2018 

22. 川端  浩,臼杵憲祐,新堂真紀,通山  薫,松田  晃,荒関かやの,波多智子,鈴木隆浩,茅野秀一,新保  敬,千葉  滋,石川隆之,北野俊

行,直川匡晴,宮崎泰司,黒川峰夫,荒井俊也,三谷絹子,高折晃史：芽球の少ない MDS 患者の診断時の MCV と網状赤血球数によ

る予後予測. 臨床血液 59(9):1590, 2018 

23. 藤岡真知子,糸永英弘,波多智子,橋本美紀,塚田幸絵,坂本  光,千綿雅彦,鳥山愛生,上条玲奈,北之園英明,小林裕児,中島  潤,蓬莱

真喜子,加藤丈晴,田口正剛,松尾真稔,谷口広明,佐藤信也,安東恒史,澤山  靖,松尾江美,高崎由美,田口  潤,今西大介,今泉芳孝,對
馬秀樹,吉田真一郎,城  達郎,森内幸美,宮崎泰司：実臨床におけるCMML の臨床的特徴と予後について 長崎県下における後

方視的解析. 臨床血液 59(9):1590, 2018 

24. 横山泰久,小原  直,五所正彦,鈴木隆浩,高見昭良,宮崎泰司,赤司浩一,千葉  滋：成人慢性好中球減少症の診療に関する全国調

査(第 2 報).臨床血液 59(9):1626, 2018 

25. 松尾英将,吉田健一,福村知隆,塩澤裕介,南谷泰仁,竹田淳恵,上野浩生,柴  徳生,大和玄季, 半田  寛,小野祐一郎,平本展大,石川

隆之,臼杵憲祐,石山  謙,宮脇修一,糸永英弘,宮崎泰司,川村眞智子,山口博樹,清河信敬,富澤大輔,多賀  崇,多和昭雄,林  泰秀,間
野 博行,宮野  悟,上久保靖彦,小川誠司,足立壯一：MLL 転座急性骨髄性白血病におけるCCND3 遺伝子変異の同定. 臨床血液
59(9):1615,2018 

26. 臼杵憲祐,半田  寛,崔  日承,山内高弘,飯田浩充,波多智子,大和田章一,奥平典子,中村 宏太,坂尻さくら：再発又は治療抵抗性急

性骨髄性白血病日本人患者におけるキザルチニブの安全性及び薬物動態. 臨床血液 59(9): 1619, 2018 

27. 藤  重夫,山口拓洋,井上明威,宇都宮  與,森内幸美,大渡五月,宮城  敬,澤山  靖,大塚 英一,吉田真一郎,福田隆浩：アグレッシ

ブ ATL に対する初回化学療法における mLSG15 と CHOP の比較 Propensity score analysis. 臨床血液 59(9): 1598, 2018 

28. 宮﨑泰司：原爆被爆者にみられた造血器腫瘍研究から分かったこと.日本放射線影響学会大会講演要旨集 61: 3, 2018 

29. 蓬菜真喜子,三嶋博之,林田知佐,木下  晃,中根允文,松尾辰樹,鶴田一人,柳原克紀,佐藤信也,今西大介,今泉芳孝,波多智子,宮崎泰

司,吉浦孝一郎：次世代シークエンサーを用いた近距離被爆者世代間での新規突然変異検出．日本放射線影響学会大会講演要

旨集 61: 38, 2018 

30. 山内俊輔,斎藤益満,長谷川寛雄,佐々木大介,賀来敬仁,宇野直輝,森永芳智,今泉芳孝,宮崎泰司,柳原克紀：次世代HTLV-1 クロナ

リティ解析法の開発. 臨床病理 66(補冊):214, 2018 

31. 渕上麻衣,鶴田一人,長谷川寛雄,佐藤信也,賀来敬仁,宇野直輝,森永芳智,波多智子,宮崎泰司,柳原克紀：本態性血小板血症の経過

中に Pure erythroid leukemia に移行した一症例. 臨床病理 66(補冊):241, 2018 

 



 

 7 

研究業績集計表 教室等名：血液内科学研究分野（原研内科）

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2018 27 0 0 0 11 38 26 7 8 14 1 31 61 99

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2018 0 3 12 15 0 5 42 47 62

論文総数に係る教員生産係数一覧

2018

Impact factor 値一覧

2018

3.714

115.864

5.429 0.6840.384

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

A-b B-b

16.552 4.456

論文当たり Impact factorImpact factor 教員当たり Impact factor

 


